




























昨年度の「ハイリスク妊娠に関する研究」の prospective study において記録された経過

記録表の各項目の集計を行い、経過中の変動と分娩後の総合評価との関連を併せて検討し

た。

Prospective study に参加した 19 施設より提出された症例のうち登録表、経過表、分娩

記録のすべてが揃った 1663 例を対象とした。集計項目は体重、血圧、(収縮期、拡張期)、

尿蛋白、尿糖、ヘモグロビンを選んだ。また主治医のその時点での妊娠の予後の予測も検

討した。これらの項目は経過表(付録 1)中に、登録時、16-20 週、21-25、26-29、30 週以

後の 5回にわたり記載されたものである。一方、対比の対象とした分娩後の総合評価は、

妊娠の経過、児の状態、産後の母体の状態の 3項目を調査表中に 5段階で主治医が記入し

たものである.(付録 2)。


